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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
せ
！

小
さ
な
会
社
が
挑
戦
す
る
新
商
品
開
発

第1回
The serialization title

中
小
企
業
が
挑
戦
す
る
「
新
商
品
開
発
」

「
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
」
の
価
値
と
意
義
！

新
商
品
開
発
成
功
の
分
水
嶺
！

目
的
と
狙
い
を
ブ
レ
さ
せ
な
い

　

確
か
に
、
新
商
品
開
発
は
有
効
で
す

が
闇
雲
に
取
り
組
ん
で
も
上
手
く
行
き

ま
せ
ん
。
失
敗
し
な
い
第
一
の
条
件
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
「
目
的
」
と

「
狙
い
」
を
徹
底
的
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
し
て
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
逆
に
、

一
過
性
の
新
商
品
開
発
に
取
り
組
む
と

失
敗
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
「
経
営
理
念
」
を
考
え
た
場
合
、

理
念
は
全
社
共
通
の
価
値
観
で
あ
り
同

時
に
経
営
の
目
的
で
す
。
新
商
品
開
発

も
同
じ
で
、
取
り
組
み
の
理
念
（
価
値

観
や
目
的
）
を
共
有
し
、
組
織
に
浸
透

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
れ
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
高
揚
感
を
も
た

ら
す
の
は
い
つ
の
時
代
も
同
じ
で
す
。

　

新
商
品
開
発
に
取
り
組
む
経
営
判
断

が
な
さ
れ
た
と
き
、
経
営
者
が
目
的
と

狙
い
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
全
社
に
意
識

浸
透
を
図
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
し
、
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
特
定
課
題
に
取
り
組

む
臨
時
チ
ー
ム
）
で
取
り
組
む
の
で
あ

れ
ば
、
経
営
者
の
全
面
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
必
須
に
な
り
ま
す
。

と
新
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
開
発
が
重

要
な
位
置
付
け
に
あ
り
、
経
営
革
新
申

請
に
は
最
も
有
効
な
戦
略
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
数
々
の
経
営
革
新
申
請
支
援

を
手
が
け
ま
し
た
が
、
製
造
業
で
あ
れ

サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
れ
、
新
規
性
の
あ
る

面
白
い
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
が
経
営

革
新
に
つ
な
が
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

　

中
小
企
業
経
営
の
経
営
基
盤
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
図
1
に
示
し
ま
し
た
が
、
中
小

企
業
に
は
大
き
く
３
つ
の
戦
略
が
存
在

し
、
そ
の
ひ
と
つ
が
「
新
商
品
開
発
・

向
上
戦
略
」
で
す
。

　

し
か
し
「
自
社
で
は
無
理
だ
…
」「
投

資
が
…
」
な
ど
と
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考

に
な
り
何
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
な
い
事
例

が
散
見
さ
れ
る
の
も
事
実
で
す
。

経
営
革
新
に
お
け
る

新
商
品
開
発
戦
略
の
位
置
付
け

　

中
小
企
業
庁
推
奨
の
政
策
で
、
各
都

道
府
県
か
ら
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
様
々
な
支
援
策
が
用
意
さ
れ

て
い
る
「
経
営
革
新
計
画
」（
左
記
の
新

事
業
活
動
）
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
新
商
品
の
開
発
ま
た
は
生
産

②
新
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
開
発

　
ま
た
は
提
供

③
商
品
の
新
た
な
生
産

　
ま
た
は
販
売
の
方
式
の
導
入

④
役
務
の
新
た
な
提
供
の
方
式
の
導
入

　
そ
の
他
の
新
た
な
事
業
活
動

　

ご
覧
の
通
り
、
新
商
品
開
発
（
生
産
）

　「新商品開発」は、中小企業経営に様々な効果をもたら
します。新しい価値の創造、高付加価値経営、社員のモ
チベーション向上…。新しい取り組みは何より高揚感を
演出し、自社に心地よい風を吹き込みます。中小企業診
断士として経営現場で得たイノベーションの代表は、や
はり新商品開発であると断言できます。この連載により

「自社でも、ぜひチャレンジしてみたい！」と考える経営
者が、一人でも多くいらっしゃれば幸いです。

http://www.eichi-con.com
mailto:hky.consulting@gmail.com
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貫
か
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

新
商
品
開
発
が
途
中
で
頓
挫
す
る
要

因
と
し
て
、
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
と
外
れ

た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
頓
挫
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
理
念
（
目
的
）
か
ら
ビ
ジ
ョ
ン

（
未
来
像
の
具
現
化
）
に
至
る
一
貫
性

を
重
視
し
て
く
だ
さ
い
。

「
商
品
」
の
真
の
意
味
を

理
解
し
て
い
ま
す
か
？

　

企
業
が
新
商
品
開
発
に
取
り
組
む
と

き
「
商
品
」
と
い
う
、
モ
ノ
に
対
す
る

捉
え
方
は
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

●
「
製
品
」
と
「
商
品
」
の
違
い

　

こ
れ
は
、
全
く
概
念
が
違
い
ま
す
。

　

製
品
は
「
製
造
さ
れ
た
品
」
と
書
き

ま
す
。「
製
造
さ
れ
た
モ
ノ
に
、
魂
（
価

値
）
を
吹
き
込
ん
で
提
供
し
て
、
お
金

を
い
た
だ
く
」
の
で
す
。

　

商
品
は
「
商
い
を
す
る
品
」
と
書
き

ま
す
。「
商
い
を
す
る
品
」
と
は
「
お

金
を
も
ら
う
品
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

新
商
品
開
発
に
取
り
組
む
と
き
、
こ

の
意
味
を
充
分
に
吟
味
し
て
か
ら
取
り

ジ
ュ
ア
ル
化
・
文
章
化
・
図
式
化
）
し

た
も
の
で
す
。
当
然
、
新
商
品
開
発
の

取
り
組
み
は
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
描

か
れ
て
い
る
の
が
理
想
で
す
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
失
敗
し
な
い
た

め
に
は
経
営
理
念
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
、

そ
し
て
経
営
政
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
新

商
品
開
発
と
い
う
一
連
の
ロ
ジ
ッ
ク
が

新
商
品
開
発
と

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
関
係

　

先
行
き
不
透
明
な
経
営
環
境
が
続
く

こ
の
時
代
に
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い

て
い
な
い
企
業
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

　

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
未
来
像
」
で
3

〜
5
年
後
の
自
社
の
姿
を
形
式
化
（
ビ

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
は
全
社
会
議
な
ど
を
通

し
て
全
ス
タ
ッ
フ
に
周
知
し
て
く
だ
さ

い
。
経
営
を
左
右
す
る
新
商
品
開
発
戦

略
は
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
影
響
力
も
計
り

知
れ
ず
、
と
も
す
れ
ば
組
織
内
で
疎
外

感
や
不
協
和
音
を
生
む
原
因
と
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
方
向
性
を

ブ
レ
さ
せ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
す
。

中小企業の《いい会社》になるための経営基盤強化メカニズム

経営理念・社是・クレド

オンリーワン戦略（Onlyone strategy）【差別化戦略】

中・長期的ビジョン

社会に対する
新しい価値の
創造・提供

雇用の確保と
地域貢献

社会に対する
経済効果の供給

ロ
ジ
カ
ル
フ
ロ
ー
（
一
貫
性
と
納
得
性
）

組織構築戦略
■指揮命令系統整備　　　　　■役割分担・職務基準策定
■モチベーション強化戦略　　■人財採用・育成戦略
■会議機能戦略　　　　　　　■自発的PDCA機能構築　etc.

羅針盤（単年度経営計画書）
■3カ年シミュレーション　■昨期の反省と課題
■今期のスローガンと行動計スケジュール
■業績計画　■教育計画　■R&D計画　■会議体系

商品開発・向上戦略

商品開発機能構築
品質維持・向上
付加価値開発

営業力強化戦略

マーケティング戦略

営業戦略PDCA

情報発信戦略

PR（　　　  ）戦略
AD（広告）戦略
企業価値発信戦略

パブリック
リレーション

結果現象

関
わ
る
人
々
全
て
の
幸
福
の
追
求

図1　経営基盤強化メカニズム（構造）における新商品開発の位置
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主
力
商
品
や
定
番
商
品
の
「
モ
ノ
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
大
の
商
品
は
「
ヒ

ト
」
な
の
で
す
。
企
業
に
集
う
人
々
の

想
い
や
努
力
が
価
値
を
創
造
し
、
そ
れ

が
新
商
品
を
生
み
ま
す
。

「
熱
意
の
継
続
」
に
必
要
な

具
体
策
は
存
在
す
る
の
か
？

　

新
商
品
開
発
に
限
ら
ず
、
経
営
全
般

に
共
通
す
る
の
が
「
熱
意
の
継
続
」
に

な
り
ま
す
。

●
小
さ
な
成
功
体
験

　
「
熱
意
＝
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
言
っ
て

も
い
い
で
し
ょ
う
。
大
切
な
の
は
、
冒

頭
で
も
触
れ
た
新
商
品
開
発
に
お
け
る

メ
ン
バ
ー
の
高
揚
感
を
持
続
さ
せ
る
こ

と
、
つ
ま
り
「
熱
意
の
継
続
」
で
す
。

　

あ
る
経
営
者
か
ら
「
熱
意
を
継
続
さ

せ
る
コ
ツ
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
質
問

さ
れ
ま
し
た
。

　

商
品
開
発
も
経
営
革
新
も
、
そ
の
取

り
組
み
に
ゴ
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

当
の
勝
負
は
新
商
品
が
で
き
上
が
っ
て

か
ら
で
、
経
営
革
新
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
継
続
が
成
否
を
分
け
ま
す
。

試
行
錯
誤
の
苦
労
な
ど
が
含
ま
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
高
価
格
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
商
品
開
発
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
そ
の
根
幹
は
「
高
品

質
・
高
価
格
・
高
付
加
価
値
」
で
、
こ

れ
に
は
流
れ
が
あ
り
、
高
品
質
が
高
価

格
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
な
り
、
高
付
加
価

値
、
高
利
益
を
実
現
し
ま
す
。

●
高
価
格
で
売
れ
て

　

喜
ば
れ
る
商
品
開
発
を

　

お
客
様
は
、
安
い
モ
ノ
だ
け
を
求
め

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
か

ろ
う
悪
か
ろ
う
で
は
、
お
客
様
満
足
度

は
満
た
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
日
の
超
情
報
化
社
会
で
は

類
似
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
巷
に
あ

ふ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
模
倣
し
や

す
い
か
ら
で
す
。
中
小
企
業
の
新
商
品

開
発
は
「
お
客
様
か
ら
喜
ば
れ
て
高
価

格
で
売
る
こ
と
の
で
き
る
商
品
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
最
大
で
最
強
の
商
品
「
ヒ
ト
」

　

中
小
企
業
に
と
っ
て
、
最
大
で
最
強

の
商
品
は
何
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ
は
、

格
で
勝
負
し
ま
す
。

・
こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
商
品

・�

お
客
様
が
わ
ざ
わ
ざ
買
い
に

　
来
て
く
れ
る
商
品

・�

ノ
ド
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど

　
欲
し
が
ら
れ
る
商
品

こ
れ
を
開
発
し
て
い
く
の
で
す
。

　

そ
の
商
品
に
込
め
ら
れ
た
〝
想
い
〟

に
は
、
前
述
し
た
努
力
に
加
え
、
理
念

や
ビ
ジ
ョ
ン
、
社
会
貢
献
度
、
熱
意
、

組
ま
な
け
れ
ば
、
価
値
あ
る
取
り
組
み

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●「
製
品
」
を
「
商
品
」
に
変
え
る

　

で
は
、
新
商
品
開
発
に
お
け
る
商
品

に
は
、
ど
ん
な
価
値
が
吹
き
込
ま
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 
そ
れ
は
開
発

に
対
す
る
〝
想
い
〟
で
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
や
企
業
が
向
き
合
っ
た
努

力
」
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

喧
々
諤
々
の
議
論
を
し
、
額
に
汗
し

て
、
脳
に
汗
し
て
、
試
行
錯
誤
の
開
発

過
程
を
経
て
取
り
組
ん
だ
「
価
値
」
で

す
。
そ
の
過
程
で
製
品
は
、
お
金
を
い

た
だ
く
こ
と
の
で
き
る
商
品
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
中
小
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
過
程
で
取
り
組
む
の
は
、
新

製
品
開
発
で
は
な
く
「
新
商
品
開
発
」

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
（
図
2
）。

●
高
品
質
・
高
価
格
・
高
付
加
価
値
の

　

ス
ト
ー
リ
ー
形
成

　

中
小
企
業
が
新
商
品
開
発
に
取
り
組

む
と
き
「
で
き
る
だ
け
低
価
格
」
と
い

う
価
格
競
争
を
意
識
し
た
プ
ロ
セ
ス
は

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
高
品
質
、
高
価

我社の商品とは何か【何を売っていくのか】？

   商品（商いの品物）
企業価値・企業努力

製　品
サービス

社会貢献
活動

企業理念
製品理念

人間的魅力

将来性・
ビジョン

図2　商品とは？（商品の真の姿）
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で
は
「
熱
意
の
継
続
」
の
具
体
的
な

方
策
の
答
え
は
と
い
う
と
、
正
解
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
私
は
「
小
さ
な
成
功
体

験
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
食
品
で
あ

れ
ば
「
少
し
美
味
し
く
な
っ
た
」「
少

し
原
価
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
の
小
さ
な
成
功
体
験
で
す
。

　

カ
イ
ゼ
ン
活
動
の
継
続
と
似
て
い
ま

す
が
「
半
歩
前
に
進
ん
で
大
成
功
」
と

い
う
発
想
で
す
。
そ
れ
で
、
ス
タ
ッ
フ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
格
段
に
上
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
外

部
支
援
者
に
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
を
依

頼
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

自
社
の
理
念
や
社
風
に
マ
ッ
チ
し
て
い

な
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
だ
と
、
逆
に
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
号
の
ま
と
め
と
し
て
、
上
記
に
事

例
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

新
商
品
・
新
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）
開

発
の
成
否
は
、
そ
の
発
想
法
と
プ
ロ
セ

ス
、
そ
し
て
熱
意
と
小
さ
な
成
功
が
秘

訣
に
な
り
ま
す
。

▶事例会社の現状
　福岡県で営業するゴルフ練習場A社。ス
タッフ数は約10名です。
　市街地から少し離れた郊外に位置してい
るA社は、競合他社との差別化が大きな経
営課題となっています。同じ商圏内にゴル
フ練習場が4 〜 5施設あるため、A 社は長
年に渡り「価格競争」という脅威にさらさ
れてきました。

▶新商品開発に着手
　数年前に、後継者である現専務（女性）
が就任して、様々な経営革新やカイゼン活
動が断行され、ようやく自社の方向性が定
まり始めているところです。
　今回、私は、A社の解決すべき経営課題
として、高付加価値を狙いとした新役務
（サービス）開発をサポートすることになり
ました。そのミッションは「インストラク
ターを前面に打ち出したレッスンの新商品
開発とブランディング」です。
　現状認識のためヒアリングと観測、視察
を進めて行くと、A社の強みを活かしたブ
ランディングの方向性が見えてきました。
それは、価格だけではなく「お客様のニー

ズ（欲求）」を探り、それを「ウォンツ（特
定のモノが欲しい）」に変換できるかを考察
して、そのウォンツを仮説立てして新商品
開発の方向性を固めるという流れになります。
　今回のテーマは、高付加価値の新役務
（サービス）開発が主目的で、まさに自社目
線ではない、真のお客様目線に合わせた開
発が必要です。社員インストラクターを含
めた開発発案スタッフは、長年の固定概念
からイノベーションを考案することが困難
であり、行き着く答えは「ストーリー（仕
掛け）のない高価格設定」になっていきます。
　そこに、ブランディングストーリー経営
の考え方を植え付け「品質に裏付けされた
高価格設定」の理解浸透を促進し、ブレス
トとKJ法で発想法の源泉促進を図り、今
までにないユニークな新役務（サービス）
の開発が実現しつつあります。
　これにより、スタッフもマーケティング
発想を開眼させることができ、人材育成と
しての効果も大いに期待できます。
　また、お客様満足度が向上して高付加価
値が実現できれば、社員インストラクター
自身が、自らが「商品」であると認識する
ようになることでしょう。
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